
芳
村

弘
遁
編

『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』

人
主

程

宇南
京
大
事

芳
村
弘
道
氏
編
纂
に
よ
る

版
は
、
域
外
漢
籍
の
分
野
に
闘
し
長
年
興
味
を
持
ち
績
け
る
後
進
の

『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』

の
出

筆
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
に
喜
ば
し
い
こ
と
は
な
く
、
光
州
宋
に
も

書
評
の
機
命
日
を
輿
え
ら
れ
た
こ
と
を
先
ず
も
っ
て
感
謝
し
た
い
。

『
十
抄
詩
」
は
高
麗
時
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
唐
詩
選
本
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
全
部
で
三
十
名
の
詩
人
(
う
ち
中
晩
唐
の
詩
人
二

十
六
名
、
新
羅
人
四
名
)
を
収
め
、
各
人
十
首
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め

に
「
十
抄
詩
」
と
呼
ば
れ
る
。
『
十
抄
詩
』
は
百
飴
首
に
の
ぼ
る
侠

詩
を
保
存
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
注
轄
書
で
あ
る

「
爽
注
名
賢
十
抄

詩
』
(
注
務
者
は
高
麗
信
子
山
)
は
、
多
く
の
宋
代
以
前
の
古
籍
侠
文

を
含
み
、
文
献
的
債
値
も
非
常
に
高
い
。
そ
の
た
め
韓
圃
の
庖
承
喜

書

評

氏
に
よ
る
護
見
以
来
、
事
界
が
遍
く
重
覗
し
、
こ
れ
ま
で
に
岡
田
千

穂
氏
の
詳
細
な
修
土
論
文
(
「
「
十
抄
詩
』
の
研
究
|
|
『
全
唐
詩
』
の
飲

詩
と
校
勘
を
中
心
に
|
|
」
、
二
松
町
学
会
口
火
墜
、
二
O
O
二
年
。
そ
の
一
部

は
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
』
第
一
輯
[
中
華
書
局
、

二
O
O
五
年
]
に

「
《
十
抄
詩
》
及
其
注
本
的
文
献
債
値
」
と
し
て
牧
載
)
を
含
め
、
十
篇

程
の
論
文
が
護
表
さ
れ
て
い
る
。

向
学
術
論
文
以
外
で
は
、

日
中
韓
三
園
で
近
年
そ
れ
ぞ
れ
校
訂
本
と

影
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
査
扉
球
氏
の
校
訂
し
た

『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
(
上
海
古
籍
出
版
枇
、
二
O
O
五
年
)
が
、
韓
国

で
は
孫
氏
奮
戴
松
箸
本
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
(
韓
国
的
学
中
央
研
究
院
、

二
O
O
九
年
。
以
下
「
松
倉
本
」
と
簡
稽
)
の
カ
ラ
|
|
影
印
本
が
、

そ
し
て
日
本
で
は
芳
村
弘
道
氏
編
纂
の

『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄

詩
」
(
汲
古
書
院
、
二
O

一
年
)
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

つ
の
書
物
が
短
期
間
に
東
ア
ジ
ア
三
園
そ
れ
ぞ
れ
の
固
で
、
校
一
訂
や

影
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
部
の
中
で
芳
村
氏
の
影
印
本
が
最
も
新
し
い
出
版
と
な
っ
て
は

い
る
が
、
「
後
出
縛
精
」
の
言
葉
ど
お
り
他
に
代
わ
る
も
の
が
な
い

血
宇
術
的
慣
値
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
影
印
本
の
特
徴
、
丈
献
的
慣
値
に
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つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
期
待
さ
れ
る
研
究
の
課
題
の

端
を
略
遮
し
た
い
。

* 

* 

* 

芳
村
弘
道
氏
編
『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
の
日
次
・
構
成

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
文
影
印

十
抄
詩
(
北
京
大
向
学
園
書
館
寂
本
。
以
下
「
北
大
本
」
と
簡
稿
。
)

爽
注
名
賢
十
抄
詩
(
財
圏
法
人
陽
明
文
庫
菰
本
。
以
下
「
陽
明
本
」

と
簡
稀
。
)

解
題
編

解
題
不
鮮
明
・
依
損
箇
所
一
覧

異
瞳
宇
一
貫

資
料
編『
十
抄
詩
」
・
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
所
牧
詩
人
・
作
品
一
貫

参
考
書
影

蹴
『
十
抄
詩
』
・
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
詩
人
名
・
詩
題
索
引

全
瞳
的
に
み
る
と
、
こ
の
影
印
本
に
は
以
下
の
長
所
が
あ
る
。

優
れ
た
底
本
の
選
揮

『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
(
以
下
『
爽
注
』
と
簡
稽
)
の
中
に
は

十

抄
詩
』

の
内
容
を
包
含
し
て
い
る
た
め
、
向
学
界
は
こ
の
書
を
校
一
訂
出

版
す
る
際
に
、
前
述
し
た
中
園
校
訂
本
や
韓
国
の
影
印
本
の
よ
う
に

一一 128一一

『
爽
注
』
を
中
心
に
し
て
い
る
。
し
か
し
『
十
抄
詩
』
と

「
爽
注
』

の
正
文
と
は
異
同
が
散
見
さ
れ

(
四
八
四
頁
)
、
雨
本
は
最
密
に
言

え
ば
、
賓
際
に
は
同
じ
典
籍
で
は
な
い
。
こ
の
認
識
に
基
づ
き
、
芳

村
氏
は
雨
書
を
併
せ
て
影
印
し
、
「
合
壁
本
」
(
五
四
五
頁
)
と
し
て

我
々
に
多
大
な
利
便
を
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
十
抄
詩
』
に
つ
い
て
北
大
本
を
影
印
し
た
の
は
最
良
の
選
揮
で

あ
っ
た
。
そ
の
所
以
は
、
該
書
が
現
在
日
本
に
は
所
#
概
さ
れ
て
お
ら

ず
、
韓
圃
所
戴
の
も
の
も
残
映
が
見
ら
れ
る
上
、
保
存
朕
態
が
悪
く
、

影
印
に
相
磨
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二

O
O七
年
六
月
、
筆
者
は



芳
村
氏
と
共
に
韓
国
ソ
ウ
ル
へ
調
査
に
赴
き
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
議

論
し
た
が
、
二
人
の
意
見
は
完
全
に
一
致
し
た
。
北
大
本
は
完
好
で

あ
る
上
、
印
刷
が
鮮
明
で
あ
る
。
且
つ
日
本
の
山
本
北
山
や
佐
藤
硯

湖
の
奮
報
室
日
で
あ
り
、
壬
辰
時
代
に
中
固
か
ら
日
本
に
流
惇
し
、
再

び
中
園
へ
流
出
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
該
書
を
影
印
す

る
こ
と
は
、
日
中
韓
三
園
の
書
籍
流
停
の
研
究
に
と
っ
て
も
特
別
な

意
義
を
持
つ
。
北
大
本
を
影
印
す
る
こ
と
に
確
定
し
た
の
は
、
現
存

す
る
諸
本
に
つ
い
て
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

更
に
『
爽
注
」
を
見
て
み
る
。
前
速
し
た
よ
う
に
二

O
O九
年
に

韓
国
民
子
中
央
研
究
院
は
韓
園
慶
州
孫
氏
の
奮
戴
本
を
影
印
出
版
し
て

い
る
。
カ
ラ
l
で
印
刷
さ
れ
、
ま
こ
と
に
精
美
な
も
の
で
あ
る
が
、

芳
村
氏
に
よ
る
詳
細
な
検
討
の
結
果
、
陽
明
本
は
校
勘
を
経
た
補
修

本
で
、
印
刷
白
瞳
は
孫
氏
松
倉
本
に
や
や
劣
る
も
の
の
、
内
容
的
に

は
そ
れ
よ
り
正
確
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
園
で
出
版
さ
れ
た

整
理
本
は
、
近
代
寓
本
を
底
本
に
用
い
て
整
理
し
た
た
め
問
題
が
非

常
に
多
く
、
張
鵬
「
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
補
正
」
(
『
域
外
漢
籍
研
究

集
刊
』
第
四
輯
、
中
華
室
田
局
、
二

O
O八
年
)
に
よ
っ
て
百
五
十
箇
所
も

の
訂
正
が
施
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
正
確
な
本
丈
の
提
供
が
待
望
さ

書

評

れ
て
い
た
。
異
版
で
あ
る
陽
明
本
の
影
印
は
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の

で
あ
り
、
松
箸
本
及
び
中
園
校
訂
本
に
と
っ
て
も
重
要
な
補
充
の
役

割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
。

影
印
本
の
底
本
を
確
定
す
る
に
は
高
い
見
識
が
求
め
ら
れ
る
が
、

北
大
、
陽
明
文
庫
雨
議
室
田
機
関
の
複
製
許
可
を
得
て
影
印
作
業
を
展

閲
す
る
こ
と
は
、
容
易
に
見
え
て
賓
際
に
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
筆
者
は
白
ら
の
瞳
験
を
交
え
て
そ
の
経
過
を
説
明

し
た
い
。
私
が
初
め
て
北
大
本
の
調
査
を
し
に
行
っ
た
の
は
二

0
0

一
年
初
秋
で
あ
っ
た
。
昔
時
上
海
に
居
住
し
て
い
た
筆
者
は
、
調
査
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を
行
う
た
め
自
ら
北
京
ま
で
足
を
運
ん
だ
。
北
大
の
管
理
者
は
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
原
書
の
閲
覧
は
許
さ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
全
丈
複
製
の
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
即
座
に
断
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
複
製
が
許
可
さ
れ
た
の
は
部
分
の
み
、
全
瞳
の
三
分
の

一
を
超
え
な
い
範
園
で
あ
っ
た
。
調
査
の
馬
に
多
大
な
時
間
と
費
用

を
掛
け
、
わ
ざ
わ
ざ
現
地
ま
で
足
を
運
ん
で
み
た
も
の
の
、
複
製
で

き
る
僅
か
な
範
圃
を
選
揮
す
る
こ
と
だ
け
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
全

丈
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
し
て
原
書
を
手
に
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
版
本
向
学
者
に
と
っ
て
遺
憾
千
高
な
こ
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と
で
あ
っ
た
。

陽
明
文
庫
本
に
鰯
れ
よ
う
。
二

O
O
三
年
春
、
東
京
に
滞
在
し
て

い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
に
電
話
し
閲
覧
の
機
舎
を
得
た

い
旨
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
閲
覧
に
は
事
前
珠
約
が
必
要
な
旨
を
告

げ
ら
れ
、
順
番
待
ち
は
最
長
の
場
合
竿
年
先
に
な
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
逗
留
期
間
が
一
ヶ
月
に
満
た
な
い
筆
者
に
と
っ
て
、
こ
の

事
は
つ
く
づ
く
困
難
で
あ
る
と
知
り
、
諦
め
る
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
相
反
し
、
芳
村
氏
は
陽
明
文
庫
の
賓
地
調
査
を
さ
れ
た
だ
け

二
O
O
四
年
夏
に
は
汲
古
書
院
か
ら
陽
明
本
を
影
印
す
る

計
量
を
確
定
し
て
お
ら
れ
た
。
北
大
本
に
つ
い
て
は
在
外
研
修
を
利

用
し
、
二

O
O
八
年
六
月
に
自
ら
北
京
大
皐
へ
赴
き
、
最
終
的
に
は

で
な
く
、

複
製
と
影
印
の
許
可
を
取
り
付
け
た
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
影

印
作
業
は
六
年
越
し
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

聞
に
も
好
館
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
筆

者
は
、
本
書
を
手
に
し
、
長
年
の
願
望
が
芳
村
氏
の
努
力
を
経
て
達

成
さ
れ
た
こ
と
に
、
感
慨
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
謹
者
は
こ
の
影
印

本
を
翻
閲
す
る
た
び
に
そ
の
便
利
さ
を
享
受
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

精

綴

な

解

題

解
題
は
影
印
本
の
質
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
影
印
本

の
慣
値
は
、
も
と
よ
り
影
印
本
そ
の
も
の
が
持
つ
皐
術
的
債
値
に

よ
っ
て
決
ま
る
が
、
も
し
解
題
者
が
そ
の
書
を
深
く
理
解
せ
ず
研
究

を
行
っ
た
場
合
、
大
概
そ
の
解
題
は
表
面
の
み
の
言
及
に
止
ま
り
、

濁
自
の
見
解
に
ま
で
至
ら
ず
、
参
考
的
慣
値
は
乏
し
い
も
の
と
な
る
。

筆
者
が
知
る
限
り
で
は
、
編
者
芳
村
弘
道
氏
は
こ
の
方
面
で
鼠
に
い

く
つ
か
の
論
文
を
護
表
し
、

い
ず
れ
も
問
題
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い

る
。
「
朝
鮮
本
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
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の
基
本
的
考
察
」
(
『
皐
林
』
第

三
十
九
競
、
二

O
O
四
年
三
月
、
そ
の
後
「
唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究
』

[
中
園
喜
文
研
究
舎
、
二
O
O
七
年
六
月
]
に
収
載
。
以
下
「
考
察
」
と
簡

稽
)
は
、
力
作
と
稀
さ
れ
よ
う
。

該
論
文
の
目
頭
で
は
陽
明
本
を
用
い
て

『
爽
注
』
穣
子
山
序
文
が

補
全
さ
れ
、
初
め
て
民
子
界
に
該
書
の
注
担
伴
者
の
名
を
知
ら
し
め
た
。

侠
詩
輯
侠
方
面
に
お
い
て
も
、
羅
郭
「
望
江
古
ご
詩
が
既
に
「
奨
川

文
集
爽
注
」
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
筆
者
を
含
む
先
行
研
究
の

錯
誤
を
補
正
さ
れ
た
。
「
爽
注
』

の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
朝
鮮

本
『
奨
川
丈
集
爽
注
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
雨
者
の
引
書
の
大
部



分
が
重
な
り
合
い
、
襲
用
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

引
用
す
る
丈
献
の
最
も
新
し
い
も
の
は

『
詩
史
」
、
印
ち
「
責
氏
補

千
家
集
注
杜
工
部
詩
史
」
(
『
補
注
社
詩
』
)
で
あ
る
の
で
、

『
爽
注
」

の
成
書
は
一
二

0
0年
代
後
宇
か
ら
一
三

0
0年
代
前
宇
で
あ
る
と

推
定
し
て
お
り
、
こ
の
見
解
は
と
り
わ
け
濁
創
的
で
あ
る
。
こ
の
判

断
は

『
爽
注
』
成
主
日
時
の
、
高
麗
の
漢
籍
保
存
や
漢
撃
研
究
等
の
問

題
と
も
闘
わ
り
、
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

つ
い
で
に
言
及
す
れ
ば
、
李

白
「
五
雲
歌
」
詩
注
に
あ
る
「
謝
眺
の
宅
は
嘗
塗
の
青
山
の
下
に
在

「
爽
注
』
は
南
宋
の
楊
斉
賢
も
し
く
は
元
代
の
粛

士
費
の
注
緯
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
(
査
扉
球
『
爽
注
名
賢
十

り
」
を
根
擦
に
、

抄
詩
』
「
説
明
」
四
頁
)
と
さ
れ
て
き
た
が
、
賓
は
こ
の
注
は
早
く
静

嘉
堂
文
庫
所
裁
の
北
宋
本
『
李
太
白
丈
集
」
巻
七
に
見
え
る
の
で
、

楊
、
薫
注
を
参
考
に
し
た
と
の
説
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

本
書
の
解
題
の
四
章
ま
で
は
、
編
者
の
「
唐
詩
の
新
資
料
・
朝
鮮

本
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
を
め
ぐ
っ
て
|
|
『
千
載
佳
句
』
と
の
闘

連
性
」
(
『
和
漢
比
較
文
向
学
』
第
四
十
援
、
二
O
O
八
年
)
を
基
礎
に
し
て

増
補
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
く
増
補
さ
れ
た
箇
所
(
第
五
、

第
六
章
)
は
、
北
大
本
と
陽
明
本
そ
れ
ぞ
れ
に
封
し
版
本
撃
的
考
察

書

評

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
初
め
て

『
十
抄
詩
』
、

『
爽
注
名
賢
十
抄

詩
」
の
版
本
の
源
流
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、

「
十
抄
詩
』
に
お
い

て
は
丈
字
の
異
同
や
刊
刻
の
風
格
・
字
様
を
根
擦
に
、
査
章
聞
が
原

刻
本
で
あ
る
と
し
、
北
大
本
と
晩
松
本
は
補
刻
(
上
巻
第
十
二
葉
、
十

二
葉
)
の
後
修
本
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
(
四
八
一
頁
)
。
現
存
す

る

『
十
抄
詩
』

『
爽
注
』
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、

の
刊
刻
は

雨
者
の
差
異
は
甚
だ
大
き
く
、
編
者
は
「
以
上
の
相
異
か
ら
考
え
て
、

整
版
本
『
十
抄
詩
』
は

『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
か
ら
本
丈
を
抽
出
し

て
再
編
さ
れ
た
も
の
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
別
に
正

丈
本
『
十
抄
詩
』
が
存
在
し
て
、
そ
れ
を
底
本
に
用
い
て
刊
刻
さ
れ

た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
o
」
(
四
八
四
頁
)
と
し
て
い
る
。

陽
明
本
『
爽
注
」
に
つ
い
て
芳
村
氏
は
松
窟
本
と
封
照
し
、
松
倉
本

が
初
印
本
で
あ
る
こ
と
、
陽
明
本
・
套
章
閤
本
・
中
央
本
が
後
修
増

補
本
で
あ
り
、
後
修
本
は
初
印
本
に
封
し
て
多
く
修
訂
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
(
四
八
七
頁
)
。
特
に
後
修
本
で
増
補
し
た
初

印
本
の
「
梁
山
伯
祝
英
霊
惇
」
に
お
け
る
こ
つ
の
訣
字
が
存
在
す
る

こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
氏
の
版
本
つ
い
て
の
増
補
部
分
は
分

量
こ
そ
多
く
な
い
も
の
の
力
を
入
れ
て
論
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
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そ
「
十
抄
詩
』
、
「
爽
注
』
研
究
に
闘
わ
る
最
新
の
成
果
な
の
で
あ
る
。

使
用
の
際
の
便
利
さ

本
書
の
附
録
数
種
類
も
有
盆
で
、
影
印
本
の
使
用
に
更
な
る
利
便

を
輿
え
て
い
る
。
「
詩
人
作
品
一
貫
」
は
一
一
一
段
に
分
か
ち
、
上
中
二

段
は
『
十
抄
詩
」
と
『
爽
注
』
の
詩
題
を
封
磨
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
作

品
番
競
と
詩
人
別
番
競
(
侠
詩
は
白
抜
き
数
字
で
表
一
以
)
及
ぴ
影
印
本

の
頁
数
を
注
し
、
検
索
に
極
め
て
便
宜
を
輿
え
て
い
る
。
第
一
一
一
段
は

備
考
欄
と
し
、
本
集
、
『
全
唐
詩
』
、
『
千
載
佳
句
」
、
『
束
丈
選
」
等

総
集
や
「
全
唐
詩
逸
』
、
「
全
唐
詩
補
編
』
等
輯
侠
主
目
の
牧
録
状
況
を

注
し
、
詩
作
の
存
供
、
詩
題
の
主
な
異
同
を
直
ち
に
検
索
で
き
て
非

常
に
便
利
で
あ
る
。

* 

* 

* 

「
十
抄
詩
』
と
『
爽
注
』
の
向
学
術
的
債
値
は
、
向
学
界
に
多
く
の
議

論
を
惹
起
し
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
紹
介
を
し
た
い
。

輯
供
・
校
勘
上
の
債
値

ま
ず
、
『
十
抄
詩
』
と

『
爽
注
』
が
注
目
さ
れ
る
黙
は
、
多
く
の

侠
詩
と
典
籍
侠
丈
の
存
在
に
あ
る
。
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
筆
者
を

含
め
、
一
屋
承
喜
氏
、
岡
田
千
穂
氏
、
査
扉
球
氏
、
芳
村
弘
遁
氏
等
の

向
学
者
が
す
で
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

唐
詩
輯
侠
に
つ
い
て
言
え
ば
、
周
知
の
通
り
、
代
表
的
な
著
作
は

『
全
唐
詩
補
編
」
(
陳
向
君
輯
校
、
中
華
書
局
、

一
九
九
二
年
)
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
中
園
近
代
以
降
の
諸
先
撃
に
よ
る
重
要
な
唐
詩
の
護
見
を

含
め
、
三
百
絵
首
に
達
す
る
敦
埋
文
献
の
王
党
志
詩
を
収
録
す
る
。
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ま
た
世
に
惇
わ
る
丈
献
の
中
で
は
南
宋
本
か
ら
百
五
十
鈴
首
の
張
枯

詩
を
鷲
見
し
、
域
外
漢
籍
の
方
面
で
は
『
遊
仙
窟
』
に
擦
り
張
鷲
の

詩
五
十
九
首
を
補
い
、
『
千
載
佳
句
』
に
擦
り
大
量
の
残
句
を
補
録

し
、
更
に
『
桂
苑
筆
耕
集
』
に
撮
り
百
首
近
い
新
羅
の
崖
致
遠
の
詩

を
補
っ
た
。
そ
れ
ら
は
相
官
な
数
に
及
ん
で
い
る
。
『
全
唐
詩
補

編
」
は
、
唐
詩
輯
侠
に
お
い
て
詳
細
徹
底
し
た
作
業
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
出
版
以
降
、
大
量
の
唐
人
候
詩
の
鷲
見
は
殆
ど
見
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
筆
者
「
「
全
唐
詩
』
補
遺
札
記
」
の
一
丈
(
拙
著

『
稀
見
唐
宋
文
献
叢
考
』
、
中
華
童
日
局
、
二
O
O
九
年
)
は
、
こ
れ
に
封



す
る
詳
し
い
説
明
を
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

「
十
抄
詩
』
は
百
首
に
近
い
唐
人
の
侠
詩
を
収
録
す
る
が
、
中
で

も
章
孝
標
、
呉
仁
壁
、
意
培
、
韓
謀
、
李
雄
の
よ
う
な
中
小
詩
人
の

作
品
が
多
い
こ
と
は
非
常
に
稀
な
こ
と
で
あ
り
、
『
十
抄
詩
』
中
の

唐
人
の
供
詩
は
、
近
二
十
年
来
の
唐
詩
輯
供
の
最
も
重
要
な
牧
穫
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
域
外
漢
籍
研
究
か
ら
い
え

ば
、
『
十
抄
詩
』
は
「
千
載
佳
句
」
と
讐
壁
と
稀
し
う
る
が
、
作
品

の
完
全
(
保
存
)
性
か
ら
見
れ
ば
、
遥
か
に
『
千
載
佳
句
』
を
超
え

て
い
る
。
『
爽
注
」
中
に
も
侠
丈
が
多
い
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
を
集
め
る

の
が
「
梁
山
伯
覗
英
霊
惇
」
の
侠
丈
で
あ
る
。
芳
村
氏
は
、
「
朝
鮮

本
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
中
の
「
梁
山
伯
覗
英
蓋
惇
」
と
「
梁
覗
故

事
」
説
唱
作
品
と
の
関
聯
」
(
『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
園
古
典
文

島
子
論
集
』
、
研
文
出
版
、
二

O
O
六
年
三
月
)

「
爽
注
』

の
中
で
、

「
梁
山
伯
祝
英
章
惇
」
と
明
清
説
唱
丈
島
子
を
引
用
し
て
比
較
を
行
い
、

南
宋
時
代
に
は
肢
に
後
世
の
梁
祝
故
事
の
主
要
な
内
容
を
備
え
て
い

る
こ
と
が
こ
の
供
丈
に
振
っ
て
判
る
の
で
、
「
梁
山
伯
覗
英
蓋
惇
」

は
梁
耐
故
事
を
始
め
と
す
る
俗
文
皐
研
究
に
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
。

書

評

こ
の
侠
丈
は
朝
鮮
本
『
奨
川
丈
集
爽
注
』
が
『
玄
宗
遣
録
』
中
の
楊

貴
妃
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
の
と
同
様
、
先
行
す
る
文
献
に
封
し
重

要
な
補
充
的
慣
値
が
あ
る
貴
重
な
新
資
料
で
あ
り
、
甚
だ
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
他
に
唐
代
の
地
誌
で
あ
る
「
十
道
志
』
や
宋
代
詩

話
の

『
漢
皐
詩
話
」
等
(
「
考
察
」
五
四
三
、
五
四
四
頁
を
参
照
。
)
も

輯
侠
作
業
を
行
う
際
に
参
考
に
な
る
典
籍
で
あ
る
。

校
勘
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
十
抄
詩
』
所
牧
の
約
二
百
首
が
新
出

の
唐
詩
校
勘
の
資
料
で
あ
る
。
『
十
抄
詩
』
は
唐
代
の
喜
本
を
多
く

引
録
し
て
い
る
た
め
、
校
勘
債
値
が
極
め
て
高
い
。
例
え
ば
、
白
居

易
の
「
銭
塘
春
日
即
事
」
は
、
宋
本
で
は
「
杭
州
春
望
」
に
作
り
、

133 

諸
本
に
異
丈
は
無
く
、
刊
本
時
代
の
丈
字
の
様
相
を
反
映
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
『
千
載
佳
句
』
は
「
銭
塘
春
日
町
事
」
(
杭
州
春
望
イ
)
に

作
り
、
「
十
抄
詩
』
と
一
致
し
て
お
り
(
「
作
品
一
覧
」
五
O
九
頁
下

の

段
)
、
唐
代
寓
本
の
系
統
よ
り
出
づ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
謝
思

偉
『
白
居
易
詩
集
校
注
』
(
中
華
童
日
局
、
二
O
O
六
年
)
は
、
こ
れ
を

校
記
に
載
せ
ず
、
非
常
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
更
に
『
爽
注
』
は

昔
時
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
資
料
を
利
用
し
て
校
勘
を
行
っ
て
い
る
。

多
く
「
一
に
作
る
」
な
ど
の
校
記
が
あ
り
、
校
勘
上
の
慣
値
も
有
し
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て
い
よ
、
っ
。

2 

考
詮
上
の
債
値

『
十
抄
詩
』
と

『
爽
注
』
は
、
多
く
の
新
資
料
を
含
ん
で
い
る
。

筆
者
が
韓
諒
詩
に
闘
す
る
研
究
に
示
し
た
よ
う
に
、
文
献
考
詮
に
頗

る
有
益
な
も
の
が
あ
る
。
唐
詩
文
献
に
あ
る
韓
諒
、
韓
瓶
、
韓
喜
三

人
の
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
踊
属
問
題
は
、
明
代
以
来
解
決
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
る
。
『
十
抄
詩
』
は
韓
涼
詩
十
首
(
こ
の
内
五
首
は
扶
詩
)

を
載
せ
、
久
し
く
供
惇
し
て
い
る
韓
諒
詩
集
を
採
用
し
て
お
り
、
全

て
新
出
資
料
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
問
題
に
踏
み
込
ん
で
、
五
代
時

代
の
徐
資
の
車
題
詩
と
韓
諒
詩
と
の
次
韻
関
係
、
及
び
韓
諒
「
秋
山
」

詩
の
歴
代
停
批
の
状
況
を
護
見
し
た
(
拙
著
『
稀
見
唐
宋
文
献
叢
考
」

中
華
書
局
、

二

O
O
九
年
所
取
「
韓
涼
車
題
詩
考
排
」
)

0

も
し

十
抄

詩
」
と
い
う
新
資
料
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
『
焚
川
文
集
爽
注
』
注
調
停
者
の
園
籍
問
題
に
閲
し
て
は
、

高
麗
や
李
朝
人
と
す
る
説
(
羅
振
玉
、
楊
山
寸
敬
)
、
あ
る
い
は
中
国
人

と
す
る
説
(
董
康
、
許
山
秀
樹
、
韓
錫
鐸
)
が
提
出
さ
れ
た
も
の
の
確

誼
は
無
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
諸
家
は
、

「
爽
注
』
を
利
用
で
き
ず
、

間
違
っ
た
推
断
を
下
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
釘
し
芳
村
氏

「
考
察
」
は
、
こ
の

『
奨
川
文
集
爽
注
』
と

「
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』

の
二
書
を
具
さ
に
比
較
し
、
正
し
い
推
論
を
導
い
た
。
即
ち
、
こ
の

二
書
は
基
本
的
に
同
一
の
書
を
引
用
し
て
お
り
、
特
に
杜
牧
注
稗
に

お
い
て
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
。
「
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』

の
成
立
は
、

僅
か
に
『
奨
川
丈
集
爽
注
」
よ
り
遅
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
雨
室
田
と

も
高
麗
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
高
麗
人
が
撰
者
で
あ
る
と
の
結

論
を
呈
示
し
た
。
こ
の
結
論
に
は
、
疑
問
を
差
し
挟
む
品
跡
地
が
な
い
。
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羅
振
玉
の
成
筆
堂
丈
庫
所
載
『
奨
川
丈
集
爽
注
』
肢
に
、
「
徴
引
す

る
所
は
南
宋
人
の
園
書
に
至
れ
ば
、
則
ち
注
者
は
元
明
の
際
に
在
り
。

必
ず
是
れ
高
麗
人
の
撰
な
ら
ん
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
見
解
は
ま

さ
に
正
確
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
判
断
は

『
爽
注
」

の
丈
献
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
論
詰
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

3 

典
籍
流
惇
向
学
L
L

の
債
値

高
麗
時
代
の
文
化
を
研
究
す
る
の
に
最
も
困
難
な
こ
と
と
言
え
ば
、

典
籍
の
目
録
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
高
麗
時
代
に
中
園
の
典
籍
を



大
量
に
保
存
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
閲
す
る
資

料
が
極
め
て
少
な
く
、
こ
れ
は
皐
者
の
深
く
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。

昔
時
の
典
籍
の
流
惇
賦
況
は
、
高
麗
時
代
の
歴
史
書
や
詩
丈
集
な
ど

の
資
料
に
よ
っ
て
考
察
す
る
ほ
か
方
法
が
な
く
、

「
十
抄
詩
』
と

『
爽
注
』

の
護
見
は
、
こ
の
課
題
の
研
究
に
役
に
立
つ
の
で
あ
る
。

『
十
抄
詩
』
と

『
爽
注
』
を
通
し
て
、
唐
人
詩
集
の
新
羅
と
高
麗
に

お
け
る
流
停
に
つ
い
て
の
理
解
を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
雨

書
所
牧
詩
の
全
て
が
各
詩
人
の
本
集
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
と
断
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
羅
や
高
麗
に
各
本
集
の
大
部
分
が
将
来

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
は
相
遣
な
い
。

ま
た

『
爽
註
」
中
の
典
籍
が
「
十
抄
詩
」
よ
り
更
に
豊
富
で
あ
る

」
と
は
、
資
料
的
債
値
が
高
い
。
筆
者
は

『
太
平
庚
記
』

の
流
惇
を

考
察
す
る
際
に
「
爽
注
』
を
利
用
し
て
資
料
八
貼
を
詮
見
し
、
該
童
日

が
高
麗
時
代
に
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
(
拙
著
『
域
外

漢
籍
叢
考
』
、
中
華
主
目
局
、
二

O
O
七
年
所
牧
「
韓
国
古
籍
『
太
平
債
記
詳

節
』
新
研
」
)
、
こ
れ
は
本
書
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
好
例

で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
ホ
ヂ
隔
の
車
題
詩
注
が
あ
る
。
こ

の
注
懇
書
は
、
中
国
本
土
で
は
散
侠
し
、
僅
か
に
敦
憧
本
の
断
簡
と

書

評

日
本
の
古
抄
本
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
向
学

界
か
ら
重
覗
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料

は
今
ま
で
護
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
芳
村
氏
は

『
爽
注
」

の
な

か
か
ら
李
隔
の
詩
注
二
僚
を
護
見
し
た
(
「
考
察
」
五
三
回
、
王
三
五

頁
)
。
そ
れ
ら
全
て
は
日
本
の
古
抄
本
の
中
に
も
見
ら
れ
、
李
隔
の

詩
注
が
命
日
て
高
麗
に
停
来
し
て
い
た
こ
と
が
誼
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
李
隔
の
詩
注
は
、
詩
随
一
干
の
入
門
書
と
し
て
唐
宋
時
代
に
流
行

し
た
だ
け
で
な
く
、
域
外
に
も
大
き
な
影
響
を
奮
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
日
本
と
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
基
本
的
な
中
園
古
典
籍
を

一一135一一

受
容
す
る
際
に
は
類
似
貼
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
互

い
の
受
容
を
誼
明
し
う
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
李
隔
の
詩
注
は
、
ま

さ
に
そ
の
好
例
と
い
え
よ
う
。

4 

選
本
史
、
注
調
押
史
上
の
債
値

『
十
抄
詩
』
は
、
朝
鮮
中
十
島
で
編
纂
さ
れ
た
現
存
最
古
の
詩
選
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
現
存
の
最
も
古
い
七
律
の
選
本
で

も
あ
り
、
甚
だ
珍
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
十
抄
詩
』
は
、
中
晩

唐
詩
の
選
本
で
は
早
期
の
も
の
に
属
し
、
中
園
の
『
又
玄
集
』
と
日
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本
の
『
千
載
佳
句
』
と
時
代
的
に
近
い
存
在
な
の
で
、
比
較
す
る
憤

値
が
あ
る
。
ま
た
日
中
韓
三
園
の
唐
詩
選
録
の
共
通
黙
と
相
異
貼
に

つ
い
て
深
く
研
究
す
る
上
に
も
大
繁
有
益
で
あ
る
。
芳
村
氏
は
「
十

抄
詩
』
と
『
千
載
佳
句
」
を
比
較
し
、
相
互
に
見
え
る
詩
人
が
十

名
あ
り
、
選
録
の
高
い
重
複
卒
を
護
見
し
た
。
そ
し
て
、
二
書
の
間

で
互
い
の
影
響
闘
係
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
成
立
し
た
時
代
が

近
い
唐
詩
選
本
で
あ
り
、
中
晩
唐
詩
を
重
視
す
る
共
通
し
た
傾
向
を

有
し
て
い
る
と
し
て
、
「
今
後
、
平
安
漢
文
墜
を
考
察
す
る
に
お
い

て
は
、
朝
鮮
竿
島
の
漢
丈
島
干
の
動
向
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
重
要
資
料
と
し
て
、
本
書
に
影
印
し
た

抄
詩
』
、
『
爽
註
名
賢
十
抄
詩
」
の
利
用
は
放
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
」

(
四
七
八
一
見
)
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
筆
者
は
深
く
共
感

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
爽
注
」
の
注
穫
も
重
覗
す
る
に
値
す
る
。
注
稗
者
子
山
は
中
園

典
籍
を
よ
く
知
悉
し
、
引
用
範
園
が
虞
く
、
多
く
の
貼
で
清
朝
の
人

や
現
代
人
の
注
稗
本
よ
り
優
れ
、
詩
に
封
す
る
理
解
も
非
常
に
有
益

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
唐
詩
注
調
押
史
か
ら
見
て
も
、

『
爽
注
」
は
重
要
で
あ
る
。
現
存
す
る
唐
詩
の
選
注
本
は
、
十
四
世

紀
以
前
の
著
作
物
か
ら
見
れ
ば
、
ほ
ん
の
一
握
り
で
あ
り
、
僅
か
に

『
注
解
章
泉
澗
泉
二
先
生
選
唐
詩
」
、
『
費
筆
唐
詩
絶
句
」
、
『
増
注
唐

賢
絶
句
三
瞳
詩
法
』
、
『
唐
詩
鼓
吹
』
な
ど
の
数
部
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、

ま
た
そ
の
評
債
は
悉
く
低
い
。
こ
れ
ら
に
較
べ
、
『
爽
注
』
は
簡
明

に
し
て
要
領
を
得
、
注
稗
の
構
成
も
謹
最
で
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

優
秀
な
唐
詩
選
注
本
と
い
え
る
。

* 

* 

* 

以
上
の
諸
貼
か
ら
、
『
十
抄
詩
」
、
『
爽
注
」
は
、
多
方
面
に
亙
り
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十

息
子
術
的
慣
値
が
高
い
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
。
雨

書
に
つ
い
て
既
に
少
な
か
ら
ぬ
研
究
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
東
ア
ジ

ア
漢
詩
的
学
研
究
上
の
重
要
な
選
本
、
注
本
と
し
て
、
深
く
討
究
す
べ

き
個
所
が
な
お
多
く
蔑
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
簡
車
に
筆
者
の
見
解

を
遮
べ
て
み
た
い
。

例
え
ば

「
十
抄
詩
』

の
編
纂
問
題
に
つ
い
て
。
「
十
抄
詩
』
が
牧

め
て
い
る
の
は
三
百
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
「
詩
三
百
」
の
編
纂

停
統
を
模
倣
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
闘
し

て
完
全
に
同
意
す
る
。
し
か
し
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、



こ
の
編
纂
方
法
が
お
そ
ら
く
『
又
玄
集
』
(
章
荘
編
、
光
化
三
年
、
九

0
0年
成
立
)
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
又
玄
集
』

序
に
「
名
詩
三
百
首
」
(
賓
際
に
は
二
九
九
首
で
あ
る
)
と
あ
り
、
こ

れ
が
唐
詩
を
三
百
首
選
ん
だ
最
初
の
例
で
あ
る
。
『
十
抄
詩
』
中
の

二
十
六
名
は
唐
五
代
の
詩
人
で
、

そ
の
内
の
二
十
一
名
は

『
又
玄

集
』
に
見
え
る
。
五
代
の
李
雄
を
除
き
、
賓
際
に
は
た
だ
四
名
の
唐

人
(
李
山
甫
、
秦
翰
玉
、
皮
日
休
、
呉
仁
壁
)

の
み
が

「
又
玄
集
』
に

見
え
な
い
。
ま
た
選
録
作
品
に
も
重
複
が
確
認
で
き
る
。
少
な
か
ら

ぬ
詩
人
と
作
品
が
『
又
玄
集
』
中
に
も
牧
銀
さ
れ
る
の
は
、
偶
然
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
、

『
又
玄
集
」
は

抄
詩
』

の
選
録
に
封
し
て
一
定
の
影
響
を
輿
え
て
お
り
、
注
意
し
て

比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
又
玄
集
』

の
朝
鮮
半
島
に
惇
来
し
た
具

瞳
的
な
時
期
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
爽
注
』
に
も
『
又
玄

集
』
の
序
が
見
え
(
二
六
七
頁
)
、
現
在
こ
れ
が
最
も
古
い
引
用
記
録

で
あ
る
。
そ
の
他
、
な
ぜ
三
十
名
と
い
う
数
な
の
か
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
「
又
玄
集
』
以
前
の
大
暦
時
代
の
賓
常
所
編
の

(
『
郡
菰
主
墨
田
志
』
巻
四
)
が
こ
の
数
と
同
じ
で
あ
る
が
、
『
十
抄
詩
」

「
南
薫
集
」

の
編
者
が
参
考
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

書

評

『
十
抄
詩
』

の
具
躍
的
作
品
の
来
源
は
考
察
す
る
慣
値
が
あ
る
。

の

一
例
を
巻
頭
の
劉
再
錫
詩
に
採
っ
て
み
よ
う
。
劉
再
錫
に
お
け
る
十

首
の
う
ち
九
首
は
宋
本
『
劉
夢
得
文
集
」
外
集
巻
一
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
他
の
一
首
は
白
居
易
の
「
上
准
南
令
狐
楚
相
公
」
(
「
宣
武
令

狐
相
公
以
詩
寄
贈
惇
播
呉
中
」
)
が
誤
っ
て
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

状
況
は
恐
ら
く
特
殊
な
原
因
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
劉
再
錫
『
外

集
」
の
前
二
巻
は
、
大
部
分
が
既
に
散
侠
し
て
い
る

「
劉
白
唱
和

集
』
(
以
下
『
唱
和
集
」
と
簡
稽
。
柴
格
朗
誇
注
『
劉
白
唱
和
集
(
全
)
』

[
勉
誠
出
版
、

二
O
O
四
年
]
を
参
照
)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の

十

で
、
『
十
抄
詩
』
中
の
劉
再
錫
の
作
品
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
や
は
り

「
唱
和
集
』
に
擦
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
は

「
唱
和
集
』

か
ら
選
録
し
た
可
能
性
は
大
き
い
と
考
え
る
。
『
十
抄
詩
」
が
「
劉

白
」
を
最
初
に
置
い
た
こ
と
は
、
特
別
の
注
意
を
梯
う
に
値
す
る
。

晩
唐
張
扇
の

『
詩
人
主
客
圃
』
は
中
晩
唐
詩
人
に
つ
い
て
編
纂
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
白
居
易
を
「
麿
大
教
化
」
と
し
て
甚
だ

崇
め
奉
っ
て
い
る
反
面
、
劉
甫
円
錫
を
「
魂
奇
美
麗
」
の
「
上
入
室
」

に
列
し
、
地
位
は
明
ら
か
に
白
氏
よ
り
低
く
置
き
、
昔
時
の
中
唐
詩

人
の
地
位
に
関
す
る
見
解
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
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『
十
抄
詩
』
は
劉
詩
を
前
に
、
白
居
易
を
後
に
置
い
て
い
る
。
こ
の

序
列
は

『
劉
白
唱
和
集
」
よ
り
選
録
し
た
誼
擦
に
な
る
の
で
は
な
か

ろ
、
っ
か
。

こ
の
他
の
特
徴
と
し
て
白
詩
を
誤
牧
し
て
い
る
貼
が
あ
る
。
こ
れ

は

『
唱
和
集
』

の
中
に
白
詩
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
と

思
わ
れ
る
。
『
唱
和
集
』
は
白
居
易
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、

時
間
の
順
序
で
詩
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

前
述
の
誤
牧
さ
れ
た
白
居
易
の
詩
は
、
劉
甫
円
錫
詩
「
白
金
口
人
寄
詩
嘆

早
白
無
見
因
以
賄
之
」
と
「
酬
白
楽
天
」
の
聞
に
置
か
れ
て
い
る
。

考
詮
に
よ
る
と
、
劉
詩
は
賓
暦
元
年
(
八
二
五
年
)
夏
と
賓
暦
二
年

(
八
二
六
年
)
に
作
ら
れ
た
も
の
、
白
居
易
の
詩
は
賓
暦
元
年
に
作

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
首
時
の
劉
再
錫
は
令
狐
楚
と
も
交
友
が

あ
っ
た
賄
か
ら
見
て
も
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
は
、
現

存
す
る
劉
集
に
こ
の
和
詩
は
未
牧
で
あ
る
。
師
に
亡
供
し
て
し
ま
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
首
然
の
こ
と
と
し
て
、
唐
代
の
別
集
に
は
唱

和
相
手
の
作
品
が
附
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

一
般
的
に
は
そ
の
詩

数
は
多
く
な
い
。
も
し
数
量
的
に
多
く
な
る
と
、
普
通
は
車
行
出
版

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
存
す
る
白
居
易
集
は
総
て
唱
和
の
相
手
側

の
詩
を
掲
載
し
て
い
な
い
。
劉
集
も
こ
の
状
態
だ
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
『
十
抄
詩
」
に
お
け
る
白
詩
の
課
入
は
、
劉
氏
の
本
集
を
根

擦
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
「
唱
和
集
』
に
擦
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
白
居
易
「
劉
白
唱
和
集
解
」
中
に
言
及
さ
れ
る
こ
首
が

『
十
抄
詩
』
の
第
二
首
と
第
四
首
に
見
え
、
選
録
に
は

『
唱
和
集
』

を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
ま
だ
別

の
根
擦
が
蔑
さ
れ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
闘
係
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
深

く
論
及
し
な
い
。
以
上
の
例
か
ら
も
判
る
よ
う
に
『
十
抄
詩
』
の
選

録
の
来
源
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
の
で
、
細
心
の
注
意
を
携
わ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

『
十
抄
詩
』
選
録
詩
の
題
材
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
言
及
し
て
い
な

い
が
、
賓
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
凡
そ
、
贈

答
、
送
別
、
懐
古
、
詠
物
、
放
行
、
亭
閤
等
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

注
目
に
値
す
る
貼
は
、

『
十
抄
詩
」
中
に
比
較
的
多
く
選
録
さ
れ
た

道
敬
、
或
い
は
隠
逸
傾
向
の
詩
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曹
唐
の
大

遊
仙
詩
は
改
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
漁
夫
を
詠
む
詩
は
、

「
漁
父
」
(
白
居
易
)
、
「
贈
彰
姦
鈎
者
」
(
社
有
鶴
)
、
「
鈎
翁
」
(
秦
翰

玉
)
等
が
あ
り
、
庭
士
、
隠
士
を
詠
む
詩
は
「
宛
陵
題
蒙
庭
士
粛
即



元
徴
君
奮
居
」
(
呉
仁
竪
)
、
「
憶
江
南
李
庭
土
居
」
、
「
迭
進
士
曹
松
入

羅
浮
」
(
桂
承
祐
三
「
贈
岳
人
」
(
買
島
)
等
が
あ
り
、
李
群
玉
の
最

後
の
二
首
は
「
慮
逸
人
隠
居
」
と
「
遁
粛
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩

に
は
編
纂
者
の
思
想
的
傾
向
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
隠
遁
を
詠
む
こ

と
は
晩
唐
五
代
詩
に
よ
く
見
ら
れ
る
主
題
だ
が
、
昔
時
の
選
本
は
こ

れ
を
あ
ま
り
重
覗
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
『
又
玄
集
』
に
は
隠
遁

が
詠
ま
れ
て
い
る
作
品
は
皆
無
で
あ
る
。
『
才
調
集
』
に
牧
め
る
千

首
は
、
曹
唐
の
大
遊
仙
詩
を
選
録
し
て
い
る
も
の
の
、
漁
夫
を
題
材

に
し
て
い
る
作
品
は
僅
か
に
二
首
に
止
ま
り
、
そ
の
他
の
隠
遁
類
の

詩
は
少
な
い
。
詩
歌
の
雲
術
性
の
み
か
ら
選
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
明
確
な
傾
向
が
あ
る
と
言
う
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
ら
二
書

を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
『
十
抄
詩
」
選
録
の
詩
は
、
遁
教
と
隠
遁
が

色
濃
く
出
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
編
者
が
意
識
的
に
そ
の

テ
ー
マ
を
選
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

「
十
抄
詩
」
の

成
立
時
期
を
考
察
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
え

ば
、
隠
遁
傾
向
は
枇
舎
の
嬰
動
が
大
き
い
時
期
に
顕
著
に
表
れ
て
お

り
、
朝
鮮
半
島
の
歴
史
に
鑑
み
れ
ば
、
新
羅
が
滅
亡
し
て
高
麗
に
よ

る
統
一
が
果
た
さ
れ
た
時
代
(
九
三
五
年
)
の
初
期
段
階
に
首
た
る

書

評

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
高
麗
の
科
翠
制
度
は
光
宗
時
期

(
九
五
八
年
)
よ
り
施
行
さ
れ
る
が
、
も
し
本
書
の
背
景
に
科
奉

(
の
矯
の
作
詩
)
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

十
抄

詩
」
の
成
立
時
期
は
九
六
O
年
前
後
を
下
限
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
な

ぉ
、
日
本
の

『
千
載
佳
句
』
引
録
の
詩
は
、
本
書
と
非
常
に
似
通
つ

て
お
り
、
雨
者
同
一
時
期
に
属
す
る
産
物
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
十
抄
詩
』
が
高
麗
・
朝
鮮
漢
文
墜
に
奥
え
た
影
響
問
題
に
闘
し

て
は
、
現
在
、
ま
だ
研
究
が
十
分
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
筆
者
は
高

麗
の
林
惟
正
の
集
句
、
李
窒
報
の
次
韻
詩
の

「
十
抄
詩
』
利
用
を
曾

て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
(
拙
著
『
域
外
漢
籍
叢
考
』
中
華
書
局
、

二
O
O
七
年
所
牧
「
十
抄
詩
叢
街
」
)
、
更
に
追
加
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

」
こ
で
少
し
例
を
翠
げ
て
み
た
い
。

「
楓
巌
集
」
に
「
和
皮
日
休

洞
庭
春
暮
詩
韻
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
既
知
の
皮
日
休
の
詩
に
お

朝
鮮
金
柊
弼
(
十
六
世
紀
の
人
)
の

い
て
は
唱
和
の
も
と
に
な
っ
た
作
品
が
見
ら
れ
な
い
が
、
韻
字
は

「
平
、
明
、
撃
、
行
、
藁
」
で
、
「
十
抄
詩
』
所
載
の
皮
日
休
「
洞

湖
春
暮
」
詩
の
韻
字
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
金
終
弼
が
皮
日
休
に
追

和
次
韻
し
た
詩
は
、
「
十
抄
詩
』
中
の
こ
の
詩
よ
り
出
た
と
す
べ
き
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第
八
十
冊

で
あ
る
。
従
来
こ
れ
が
皮
日
休
の
ど
の
詩
に
よ
る
か
判
ら
な
か
っ
た

の
は
、
皮
詩
の
中
園
本
土
散
侠
が
原
因
で
あ
る
。
徐
聖
堂
句
(
一
六
六

四
1
ム
七
三
王
)
『
一
前
軒
丈
集
」
巻
二
「
鞭
李
持
平
遁
意
」

の
首
聯

「
文
章
高
債
檀
吾
束
、
科
塞
惇
家
得
素
風
(
文
章
の
高
債
は
吾
東
に

檀
に
し
、
科
察
の
惇
家
は
素
風
を
得
た
り
こ
は
、
張
籍
「
和
度
支
胡

向
書
言
懐
寄
楊
少
す
」
詩
の
首
聯
「
早
年
聾
憤
満
開
束
、
科
雲
惇
家

得
素
風
(
早
年
の
聾
債
は
関
東
に
満
ち
、
科
北
訟
の
惇
家
は
素
風
を
得
た

り
)
」
と
比
べ
て
、
後
句
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

前
句
も
明
ら
か
に
模
倣
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
張
籍
の
詩
を
踏
ま
え
た

詩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

集
句
、
次
韻
、
引
録
を
除
い
て
も
、
更
に
「
詩
ヨ
巴
上
か
ら
考
察

を
加
え
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
高
麗
の
李
承
休
(
一
二
二
四
1

一一一一
O

O
)

『
動
安
居
士
集
』

の

『
動
安
居
士
行
録
」
巻
一
一
一
「
復
用
前
韻
、

上
竹
堂
三
皐
士
」
(
鄭
直
議
)
詩
の
「
十
載
身
閑
虚
白
屋
、
七
年
衣
化

軟
紅
衛
(
十
載
身
は
閑
な
り
慮
白
の
屋
、
七
年
衣
は
化
す
軟
紅
の
衡
)
」
は
、

後
句
「
七
年
衣
化
」
の
措
辞
が
極
め
て
珍
し
く
、
丈
淵
閤
『
四
庫
全

童
日
』
電
子
版
で
検
索
し
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
用
例
で
あ
る
。

し
か
し
『
十
抄
詩
』
章
孝
標
の
「
及
第
後
開
呉
訓
孟
元
初
見
寄
」
に

は
「
七
年
衣
化
六
街
塵
」
と
い
う
句
(
中
園
本
土
停
本
で
は
「
六
年
衣

破
帝
城
塵
」
に
作
り
、
「
全
唐
詩
』
巻
五
O
六
章
孝
標
「
初
及
第
蹄
酬
孟
元

初
見
贈
」
に
見
え
る
)
が
あ
っ
て
、
李
承
休
の
該
句
は
、
章
孝
標
の
詩

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

漢
文
撃
ば
か
り
で
な
く
、
『
十
抄
詩
」

の
影
響
は
高
麗
、
朝
鮮
の

「
園
丈
島
ア
」
に
も
徐
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
こ
の
方
面
で
最
も
興

味
深
い
例
が
あ
る
。
白
居
易
の
「
漁
父
」
の
詩
で
あ
る
。
先
達
し
た

如
く
先
行
撃
者
は
均
し
く
こ
の
詩
が

「
十
抄
詩
』
や
「
爽
注
』
本
に

の
み
見
え
る
と
指
摘
し
た
が
、
筆
者
は
こ
の
詩
が
朝
鮮
時
代
に
麿
く
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詠
い
継
が
れ
た
時
調
歌
詩
の
出
典
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は

高
麗
末
期
に
遡
る
こ
と
を
鷲
見
し
た
。
現
在
知
ら
れ
る
改
編
本
時
調

「
漁
父
詞
」
は
、

二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
る
。

一
つ
は
侠
名
改
編
の

十
二
章
歌
詞
で
、
も
う
一
つ
は
李
賢
輔
が
こ
れ
に
基
づ
き
改
編
し
た

九
章
歌
調
で
あ
る
。
前
者
は
高
麗
末
期
の
歌
詞
の
可
能
性
が
あ
り
、

後
者
は
大
儒
李
混
が
讃
頃
し
て
い
る
上
に
、
ヰ
ア
善
道
の
「
漁
父
四
時

詞
」
に
封
し
で
も
頗
る
影
響
を
輿
え
て
お
り
、
供
詩
「
漁
父
」
の
高

麗
や
朝
鮮
丈
島
ナ
へ
の
影
響
は
非
常
に
深
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
(
筆

者
に
未
後
表
論
文
「
『
十
抄
詩
」
輿
韓
園
漢
文
皐
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
封
す



る
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
賛
言
を
加
え
な
い
)

0

出
版
方
面
の
資
料
も
、
な
お
掘
り
起
こ
す
に
値
す
る
。
景
泰
一
一
一
年

(
一
四
五
四
年
)
『
爽
注
」
は
密
陽
で
出
版
さ
れ
た
。
該
書
の
刊
記
列

街
に
は
「
都
観
察
瓢
捗
使
」
な
る
李
崇
之
等
の
人
物
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
李
崇
之
本
人
は
古
典
籍
出
版
に
熱
心
な
人
物
で
あ
り
、

四

四
七
年
に
慶
尚
道
向
州
に
お
い
て
『
唐
翰
林
李
太
白
文
集
』
を
出
版

し
、
こ
の
後
「
爽
注
』
出
版
と
同
時
期
に
、
密
陽
で

『
楚
辞
」
と

『
新
刊
類
編
暦
一
翠
三
場
丈
選
古
賦
・
新
刊
類
編
歴
奉
三
場
丈
選
封

策
』
の
雨
書
を
主
持
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
爽
注
』

の
朝
鮮
時
代
の
刊
刻
に
は
、
科
奉
が
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確

貰
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
基
礎
的
な
作
業
も
行
う
債
値
が
あ
る
。
『
爽
注
」

引
書
索
引
を
編
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
出
来
れ
ば
誰
か

が
詳
細
な
る
引
書
考
詮
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
方
面
で

は
日
本
撃
者
に
よ
る
優
れ
た
手
本
、
『
丈
選
李
善
注
引
書
考
誼
』
『
令

集
解
所
引
漢
籍
備
考
』
等
の
著
作
が
あ
る
の
で
お
勧
め
し
た
い
。

『
奨
川
丈
集
爽
注
」
を
包
括
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

典
籍
日
銀
が
乏
し
い
高
麗
十
三
世
紀
前
期
の
訣
貼
を
カ
バ
ー
し
、
中

書

評

固
典
籍
の
高
麗
へ
の
停
播
に
つ
い
て
も
、
深
く
理
解
す
る
上
で
必
要

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
韓
園
撃
の
研
究
領
域
内
に
お
い
て
も
近
い
将

来
、
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
丈
島
Tと
中
園
丈
島
T
|
|出
典
論
を
中
心

と
す
る
比
較
文
撃
的
考
察
』
、
「
園
風
暗
黒
時
代
の
丈
島
己
の
よ
う
な

重
要
な
著
作
物
が
現
れ
る
の
は
必
然
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
時
『
十
抄

詩
」
と

『
爽
注
」
は
最
も
基
礎
と
な
る
丈
献
の
一
つ
と
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

最
後
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
『
十
抄
詩
』
及
び
、
「
爽
注
』
の
皐
術

的
債
値
は
極
め
て
高
く
、
今
後
更
に
検
討
す
る
作
業
が
待
た
れ
て
い
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る
。
芳
村
氏
所
編
の

『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄
詩
」
は
、
底
本
の

選
揮
、
解
題
の
深
さ
、
使
用
上
の
便
利
さ
等
に
お
い
て
優
れ
て
お
り
、

の

継
績
し
て
深
く
研
究
す
る
た
め
の
堅
固
な
基
礎
を
提
供
し
た
。
我
々

研
究
者
が
束
ア
ジ
ア
漢
文
献
の
線
瞳
的
研
究
を
行
う
時
、

十
抄

詩
」
と

『
爽
注
』
と
は
、
必
ず
や
新
た
な
る
評
債
(
認
識
)
を
得
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
利
用
と
研
究
と
は
、
本
書
の
出
版
に
よ
り
確
賓
に

一
つ
の
新
し
い
段
階
に
進
ん
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

(
汲
古
書
院
、
二

O

一
一
年
三
月
、
本
文
五
四
六
頁
・
索
引
七
一
貝
)


